
 
 

Technical Information                        ＫＣフロック 
 

 

粉末セルロース ＫＫＫＣＣＣフフフロロロッッッククク  《 錠剤賦型剤用途 》  

― 錠剤の賦型剤としての利用 ― 

 

   ＫＣフロックは流動性、圧縮性に優れ、結合剤及び水不溶性の崩壊剤として、

結晶セルロースと同様に錠剤型食品の製造に使用することができます。 

 

ＫＣフロックの特徴 

   優れた圧縮成形性を発揮 

        ⇒ 錠剤に適切な硬度を与え、 

          摩損率を低減させる  

   圧縮成形性と崩壊性のバランスに優れる   

        ⇒ ＫＣフロック特有の棒状粒子が 

          空隙を形成、打圧によって 

          崩壊性のコントロールが可能 

【 処方例 】 

  ・処方（重量部）               Ａ       Ｂ      Ｃ 

     ビタミン C              ３０      ３０     ３０ 

     乳糖                 ３８      ３８     ３８ 

     ＫＣフロック Ｗ－４００Ｇ      ３０ 

            Ｗ－２００Ｇ              ３０ 

     結晶セルロース（Ｄ５０＝50μm）                    ３０ 

     ステアリン酸Ｍｇ            ２       ２      ２ 

 ※ 条件 ：直径 8mm、200mg 錠、打錠圧 1.0ton、25rpm 

 

  ・結果 

   混合末：安息角   （°）        ３４      ３９     ３４ 

       見掛け比重 （ｇ／ｃｃ）   ０．６０    ０．４９   ０．６１ 

       流動性              〇       △      〇 

   製剤 ：重量    （ｍｇ）      ２００     ２００    ２００ 

       厚さ    （ｍｍ）     ３．８２    ３．８０   ３．７８ 

       硬度    （ｋｇ／ｃｍ２）  ５．７     ６．８    ５．３ 

       崩壊試験  （ｓｅｃ）    １０～２０   ２０～３５  １０～２０ 

 

  ＫＣフロック Ｗ－４００Ｇは、一般的な結晶セルロースと同様に錠剤賦型剤とし

て利用できます。また、Ｗ－２００Ｇは、錠剤に強度を付与させることが出来ます。 
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